
近年、組織や役職を越えて、新たな発想により地域課題
の解決に取り組むアトツギ・キーパーソンの連携（「コ
ミュニティ」）が増えてきています。その中でも、社会性
と経済性を兼ね備える「産業コミュニティ」は、地域にお
けるイノベーションの源泉になりつつあります。本フォー
ラムは、関⻄における「地域の産業コミュニティと⽀援機
関等」が連携した⾃⽴的な「地⽅創⽣」を実現するロール
モデルエリアを創り出すことを⽬的に開催するものです。

主催︓近畿経済産業局
共催︓尼崎信⽤⾦庫

尼﨑市

【問合せ・申込先】 近畿経済産業局 地域経済部

地域連携推進課 担当︓⽥中 津⽥ 森⽥ 藤⽥
Tel: 06-6966-6013 Mail:bzl-kin-sangakukan@meti.go.jp
上記の電話もしくはメール（件名【フォーラム申込】、所属・役職・⽒名・会場⾒学
希望有無を明記）にてお申し込みください。

地域のコミュニティが地域の未来を創る
〜Local Community Forum Vol.2〜

【場所】
アマルネスガーデン

尼崎市⻄⻑洲町２丁⽬３５−１
【対象】

地域のコミュニティ・
事業者・⾏政・⽀援機関 等

【定員】
50名

【参加⽅法】
リアル参加のみ
【参加費】
無料

◇基調講演
京都橘⼤学 経営学部 教授

丸⼭ ⼀芳 ⽒
「産業コミュニティとオープンファクトリーの共進化

︓全国の事例から」

⾯⽩法⼈カヤック
執⾏役員 ちいき資本主義事業担当

中島 みき ⽒
「産業コミュニティと地域資本主義について」

◇取組紹介
社会福祉法⼈あかね 副理事⻑ 松本 優賀 ⽒

尼﨑信⽤⾦庫 サスティナブル推進部 部⻑ 岡⽥ 博⾏
尼﨑市 イノベーション推進担当課⻑ 杉下 哲⼤

◇トークセッション、ネットワーキング等

※希望者のみ会場⾒学有（13︓30〜）
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社会福祉法⼈あかね
副理事⻑ 松本 優賀 ⽒

兵庫県尼崎市出⾝。2003年より「社会福祉法⼈あかね」に⼊社。介護事業を通じて地域福祉に携わると
ともに、清掃活動や⼦どもを対象とした福祉の職業体験、⼦ども⾷堂などをはじめとする地域貢献活動にも積
極的に取り組む。2015年より「⾷」を切り⼝に街づくりを意識した飲⾷事業会社「株式会社GraceTerra」
を設⽴し、ベーカリーカフェや和カフェなどを展開。現在は地域⾏政と連携しながら、事業者としてできる街づくり
や地域とのつながりづくりを実践している。

京都橘⼤学
経営学部 教授 丸⼭ ⼀芳 ⽒

博⼠（知識科学、国⽴⼤学法⼈北陸先端科学技術⼤学院⼤学）。関⻄ベンチャー学会副会⻑。松下電
器産業株式会社、株式会社リクルート ワークス研究所客員研究員等を経て現職。経済産業省近畿経済産
業局調査事業「オープンファクトリー研究会」委員（座⻑）、「次代の産業クラスター政策としてのLocal X 
Lab.事業の発掘、磨き上げ実証事業」委員（座⻑）、⼤阪府「中⼩企業⽀援交付⾦有識者会議」委員
など歴任。著書に『地域産業の経営⾰新と流通・マーケティング戦略』千倉書房（編著）ほか。

⾯⽩法⼈ カヤック
執⾏役員 ちいき資本主義事業担当 中島 みき ⽒

⼤阪市⽣まれ。⻑野・千葉・東京など様々な地域で暮らす。広告代理店を経て、2006年オーバーチュア株
式会社、2008年よりヤフー株式会社に⼊社。2013年より同社営業推進本部⻑、2018年4⽉より
PayPay株式会社の⽴ち上げに参画。 2019年 7⽉カヤック Living 代表取締役。現在、地域とつながる
プラットフォーム「スマウト」、地域の魅⼒を発⾒するコミュニティ通貨「まちのコイン」等を運営。 3拠点⽣活⽣
活を経て、鎌倉へ移住。

京都橘⼤学 経営学部 教授 丸⼭ ⼀芳 ⽒

⾯⽩法⼈カヤック 執⾏役員 ちいき資本主義事業担当 中島 みき ⽒
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尼﨑信⽤⾦庫 サスティナブル推進部 部⻑ 岡⽥ 博⾏

尼﨑信⽤⾦庫
サスティナブル推進部 部⻑ 岡⽥ 博⾏

2003年尼崎信⽤⾦庫⼊庫、⼤阪、園⽥、伊丹などの⽀店勤務を経て、2016年に尼崎商⼯会議所へ出
向。商⼯会議所で2年間、尼崎の地域活性化などを学び、同時に尼崎の活性化に取り組む多様の⼈たちと
出会う。現在はサスティナブル推進部として連携による地域活性化やGX、脱炭素社会形成の分野を担当し、
これまで出会った尼崎の素敵な⽅々と連携しながら地域⾦融機関として、「地域とともに成⻑︕」をモットーに
仕事に従事している。

尼﨑市
イノベーション推進担当課⻑ 杉下 哲⼤

福岡県宗像市出⾝。経済産業省近畿経済産業局で中⼩企業の実態調査やVR・AR産業の振興等に従
事。2025年4⽉より、現職。「ものづくりするなら尼崎」のビジョンのもと、産官⾦のオール尼崎体制で市内のイ
ノベーションを推進するプラットフォーム「オープンイノベーションコア尼崎(OIC)」の運営を中⼼に、地域のチャレ
ンジをサポートする環境づくりに取り組んでいる。

尼﨑市 イノベーション推進担当課⻑ 杉下 哲⼤


